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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 報告 書の

とおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、稲田議員。

〔稲田議員質問席へ〕

○稲 田議 員 お はよ う ござい ます 。会 派蒼生 会の 稲田で ござ いま

す。 ３月 定例会 、大 要 ３点に つい て伺 ってま いり ます。 今回 、か

なり 質問 の量が 多う ご ざいま して 、最 初から 駆け 足ぎみ にな るか

もしれませんが、よろしくお願いします。

途 中途 中のコ メン ト が長く なる と時 間が足 りな くなり ます ので、

最初 に今 日の質 問の 根 底にあ る趣 旨を 後ほど 述べ る部分 も全 部こ

こで まと めて言 っと き たいと 思い ます けれど も、 ３月定 例会 、来

月市 長選 が控え てお り ますの で、 総論 と各論 でい えば総 論の 観点

から 伺わ せてい ただ き 、各論 の部 分は また６ 月に 伊木市 長と 交わ

したいと思っております。



大 枠の 話をさ せて い ただき ます と、 今、日 本経 済は、 日本 は経

済大 国と いうふ うに 言 われて きた んで すが、 残念 ながら 今、 下降

の傾 向で あるの では な いかと 思っ てお ります 。２ ０２４ 年に 、Ｇ

ＤＰ が世 界第３ 位か ら ドイツ に抜 かれ て４位 に転 落して おり ます。

５位 には インド が控 え ており ます 。ま た、国 民１ 人当た りＧ ＤＰ

は世 界第 ３４位 で、 Ｇ ７の中 では 最下 位とい う位 置づけ でご ざい

ます 。ま た、Ｂ ＲＩ Ｃ Ｓ加盟 国の ＧＤ Ｐの総 和が Ｇ７の 総和 をも

う抜 いて おりま す。 今 、日本 が置 かれ てる現 状は どんど ん下 降ぎ

みに 、加 速がつ いて は ほしく ない んで すが、 その ような 状況 であ

りま して 、さら にア ジ ア近隣 諸国 のイ ンドネ シア が今年 １月 にＢ

ＲＩ ＣＳ に正式 加盟 し 、タイ 、マ レー シアは パー トナー 加盟 して

いる とい うこと でご ざ います 。そ れら ３か国 の人 口を合 わせ て約

４億人に迫る勢いでございます。

と いう ことで 、我 々 の世代 が中 学、 高校の とき は日本 はど んど

ん成 長し ていく んだ と いうベ ース だっ たんで すけ れども 、こ れか

らと いう のは、 今中 学 、高校 生の 時代 の若者 たち が日本 経済 、日

本社 会で 生きて いく 上 では、 下降 ぎみ の中で どう やって 生き 抜い

てい くか という とこ ろ を根底 に質 問に 入って いき たいと 思い ます

ので、よろしくお願いいたします。

そ れで は、大 要１ 点 目に入 りま す。 教育環 境の 充実と 長期 的に

考える少子化対策・人口減少対策について伺います。

一 丁目 一番地 、私 は やっぱ り教 育の 充実を 掲げ ており ます んで、

ここ から 入りた いと 思 います 。あ んま りふだ ん聞 かない 内容 なん

ですが、ぜひ今回はと思って入れさせていただきました。

最 初で す。学 校図 書 館の充 実に つい てを伺 いま す。学 校に 学校



図書 館が あるの は皆 さ ん御存 じの こと だと思 いま すが、 そこ に配

架さ れて おりま す本 で すね、 本の 入替 えの選 書の 定義、 ある いは

入替 えの 頻度、 ある い は全体 の量 、こ れはど のよ うにな って いる

のかをお尋ねいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 学 校図 書館の 蔵書 入替え に係 る選

書の 基準 ですと か頻 度 、そう いっ たよ うなこ とに ついて のお 尋ね

でご ざい ますが 、ま ず 学校図 書館 の蔵 書の購 入に 際しま して は、

全国 学校 図書館 協議 会 図書選 定基 準を 参考に いた しまし て、 授業

で紹 介さ れた本 です か と児童 生徒 から のリク エス トなど も考 慮し

なが ら選 書を行 って い るとこ ろで ござ います 。ま た、廃 棄の 際に

は、 同じ く全国 学校 図 書館協 議会 が示 します 学校 図書館 図書 廃棄

基準 を参 考にい たし ま して廃 棄す る図 書を選 んで いると ころ でご

ざいます。

蔵 書の 購入や 廃棄 に つきま して は、 各学校 がそ れぞれ の状 況に

合わ せま して随 時行 っ ており まし て、 蔵書入 替え の総量 とい たし

まし ては 、令和 ５年 度 の実績 でい いま すと購 入や 寄附な どの 受入

れが １万 7,８ ６ ８ 冊 に 対 し ま し て 廃 棄 が １ 万 6,１ ７ ２ 冊 と な っ て

おるところでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 適 切に 入 替えが 行わ れて いるこ とで 安心い たし まし

た。

次 の質 問です 。も う 時代的 にＡ Ｉの 話が当 たり 前にな って きま

した が、 そのＡ Ｉを 使 って、 私も いろ いろと 試し てみま した 。例

えば 米子 市の政 策的 課 題はっ て投 げか けてみ ると 、おび ただ しい



量の 回答 が一瞬 でだ だ だだだ っと 画面 に出て くる んです ね。 びっ

くり どこ ろか唖 然と い たしま した 。結 局画面 に出 てきた 内容 を読

んで 理解 しなけ れば な らない ので 、現 時点で はや はり読 書に 裏づ

けさ れた 知識、 読解 力 、読む 力が 必要 だと、 やは りそれ は強 く思

うと ころ であり ます 。 そのた めに 、具 体的な 読書 の入り 口と 言え

る学 校図 書の充 実は や っぱり 重要 な観 点であ ると 思いま すが 、こ

れは市長の考えもお尋ねしておきます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 子 ども た ちにと りま して 、本と の出 会いは 様々 な感

情体 験を したり 、あ る いは異 なる 価値 観に触 れた りする 機会 とな

りま して 、読書 によ っ て語彙 を増 やし 、また 知識 を醸成 し、 そし

て心 を育 むため に大 切 なもの であ ると 、その よう に考え てお りま

す。

そ のた めにも 、こ れ までそ の基 礎と なる蔵 書の 充実を 図る ため、

学校 図書 に係る 予算 は できる だけ 確保 してき てお りまし て、 その

結果 、本 市の学 校図 書 館の蔵 書数 は、 全ての 小中 学校に おき まし

て、 学校 図書館 に整 備 すべき 蔵書 数の 標準で あり ます学 校図 書館

図書標準を上回っているところでございます。

今 後も 引き続 き、 子 どもた ちの 心の 成長と 学習 のため の重 要な

拠点として、一層の充実を図ってまいりたいと考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲田議員 ぜひ、よろしくお願いします。

次 に移 ります 。図 書 館の充 実と 今後 の在り 方に ついて です 。ま

ず最 初で す。こ の場 合 の図書 館は 米子 市立図 書館 のこと でご ざい

ます が、 図書館 全体 の 利用者 の状 況、 ここ数 年の 推移を お尋 ねし



ます。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 米 子市 立図書 館の 利用者 の近 年の

状況 とい うこと で、 令 和４年 度か ら６ 年度の 利用 者の状 況に つい

てお 答え させて いた だ きます 。ま ず、 令和４ 年度 は２６ 万 4,０ ５

５ 人 、 令 和 ５ 年 度 は ２ ６ 万 7,５ ２ ２ 人 で ご ざ い ま し て 、 令 和 ６ 年

度に おき まして は、 令 和５年 度と 同様 の来館 者数 を見込 んで いる

ところでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 お よそ ２ ６万人 台を 維持 してい ると いうよ うな こと

で、 多い 少ない は別 と して、 以前 の図 書館協 議会 の中で はい ろん

な声 も聞 かれて いて 、 いい図 書館 であ るとい う意 見が多 いと いう

図書 館で あると いう こ とは認 識し てお ります ので 、引き 続き その

ような状態であると推察いたします。

今 回質 問した いの は 、図書 館の 図書 の充実 とい うより も、 自習

環境 につ いて考 えて い きたい と思 って ます。 まず 最初に 、自 習環

境を 求め ている 人数 あ るいは 割合 、こ れ分か れば 教えて くだ さい。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 自 習環 境を利 用さ れてる 数、 割合

とい うこ とでご ざい ま すが、 米子 市立 図書館 の状 況で申 し上 げま

すと 、米 子市立 図書 館 におき まし ては 、研修 室を 開放し て自 習室

とし て利 用いた だい て るとこ でご ざい ますが 、こ の数や 割合 につ

きま して は集計 する こ とが困 難で ござ います ので 、把握 はで きて

ないところでございます。

○岡田議長 稲田議員。



○稲田議員 また自習環境については後ほどの質問で伺います。

文 部科 学省が 定め る 図書館 の設 置及 び運営 上の 望まし い基 準を

満た さず とも、 市が 任 意で本 の貸 出し 、返却 の機 能を持 たせ た施

設を 運営 するこ とは 可 能であ るの か。 端的に 言え ば、市 が図 書館

を運営する最低基準は何であるのかをお尋ねいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 い わゆ る図書 館の 基準と いう こと

での お尋 ねかと 思い ま すが、 著作 権法 の規定 によ りまし て、 図書

館法 に規 定する 図書 館 以外の 施設 にお きまし ても 無料で 図書 の貸

出し を行 うこと は可 能 である とい う具 合に考 えて おりま す。 この

場合 にお きまし ては 、 当該施 設が 文部 科学省 の定 める図 書館 につ

いての基準を満たす必要はないものと考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ の質 問 をお尋 ねし たの は、要 は今 の米子 市立 図書

館は その ままで 、次 の 図書館 機能 を持 った施 設、 そこは むし ろ自

習機 能が 大きい 施設 が 今後米 子に は必 要じゃ ない かと思 って のこ

とで ござ います 。総 論 的な話 で、 各論 はまた ６月 議会に した いと

思い ます が、今 日の 質 問でも また これ に関連 した ことは 伺っ てま

いりたいと思います。

そ の自 習環境 の整 備 につい てを 次に 伺いま す。 図書館 を自 習目

的に 利用 する方 がお ら れます 。こ こで は、そ のよ しあし を持 ち出

すつ もり はござ いま せ ん。気 にな って いるの は、 米子市 のお 隣の

自治 体の ある場 所に 新 しい施 設が でき まして 、そ こに行 くと 必ず

と言 って いいほ ど高 校 生と思 われ る年 代の方 が自 習をた くさ んさ

れて おり ますと 。そ こ の施設 だけ では ないん です が、そ うい う光



景を 見ま すと、 米子 市 が置い てい かれ ていく とい う不安 が毎 回募

ります、気持ちが焦りますと。

行 政が 積極的 に自 習 の場を 提供 する 必要性 がど こまで ある のか

は議 論が 必要な とこ ろ でござ いま すが 、次世 代を 担う中 学生 、高

校生 に投 資する 意味 で 、自習 環境 の整 備は進 める べきだ と考 えま

すが、このことについての見解をお尋ねします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 自習 環境 の整 備につ いて でござ いま すが、

中高 生の 自習環 境と い たしま して は、 家庭、 学校 、学習 塾、 図書

館、 カフ ェなど 様々 な 環境で 自習 を行 ってお りま して、 中高 生が

主体 的に 学力を 伸ば す ために 自己 研さ んし、 また 友人な どと 切磋

琢磨 しな がらお 互い に 高め合 うこ とは 、次世 代を 担う中 高生 が成

長していく上で意義のあることであると認識しております。

自 習環 境につ きま し ては、 現在 、市 立図書 館の 研修室 を自 習ス

ペー スと して開 放し て おりま すが 、こ のほか の施 設でも 自習 スペ

ース とし て活用 でき る 条件が 整え ば、 必要に 応じ まして 活用 して

いくとともに、施設と協議しながら考えてまいります。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 と ころ ど ころ前 向き な答 弁があ った と思い ます 。歓

迎し たい と思い ます 。 また次 の定 例会 を予定 して 、具体 的な もの

を出させていきたいと思います。

質 問は 次に移 りま す 。４、 児童 生徒 の海外 派遣 につい て伺 いま

す。 未来 への投 資を 強 く求め たい と思 います 。も ちろん 教育 への

投資 とい う意味 でご ざ います 。児 童生 徒が実 際に 海外に おい て交

流し 、体 験し、 勉強 す る目的 の派 遣事 業の実 施を 強く求 めた いと



思い ます 。まず は、 姉 妹友好 都市 への 派遣事 業に ついて 、そ のお

考えをお尋ねいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 姉妹 友好 都市 でござ いま すが、 今現 在、

市内 高校 を中心 に様 々 な動き がご ざい ます。 具体 的に申 し上 げま

すと 、束 草への 修学 旅 行を通 じま した 束草市 内の 学校と の交 流で

すと か、 あるい は姉 妹 校の提 携の 締結 を契機 にし た相互 交流 、こ

のよ うな 形で学 校間 交 流の動 きが 活発 化しつ つあ るとこ ろで ござ

いま して 、その 際、 本 市とい たし まし て国際 交流 員が配 置を され

てご ざい ますの で、 そ ういっ たス タッ フによ る各 種調整 支援 を行

ってまいりました。

コ ロナ 禍で今 、民 間 レベル でも とも とあっ た青 少年の 交流 が一

時期 途絶 えてい たわ け でござ いま すが 、再開 に向 けた動 きも 出て

ござ いま す。こ うい っ た動き も含 めま してサ ポー トはし てま いり

たいというふうに考えてございます。以上でございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 今 は姉 妹 友好都 市の 観点 で伺い まし たが、 今度 は英

語教 育の 充実の 観点 か ら、英 語圏 への 派遣事 業の 実施に つい て、

考えをお聞かせいただきたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 英語 教 育の充 実に つい て、英 語圏 への派 遣等 はど

うか とい うこと でご ざ います 。英 語教 育を充 実さ せまし て、 世界

に通 じる グロー バル 人 材を育 成す るこ とは、 大変 重要な こと とい

うふ うに 認識を して お ります 。こ れま でふる さと キャリ ア教 育を

推進 し、 郷土へ の愛 着 を育み なが ら、 目標や 夢に 向かっ て行 動で



きる 力を 伸ばす とと も に、小 中学 校の 英語教 育の 充実を 図り 、米

子か ら世 界へ羽 ばた い ていく 人材 を育 成する こと を目指 しま して

取組を行ってきたところでございます。

具 体的 に申し 上げ れ ば、Ａ ＬＴ を増 員しま して 、今年 度７ 名を

市内 の小 中学校 に派 遣 をして おり ます 。増員 によ りまし てＡ ＬＴ

と行 う授 業回数 が増 え まして 、小 学校 低学年 から 交流活 動を 行っ

てお りま す。ま た、 全 てのＡ ＬＴ を１ 校に集 めま して、 英語 で対

話活 動を 行うイ ング リ ッシュ パー クを 年間７ 回行 ってお りま す。

これ まで は小学 校の み の実施 でし たが 、来年 度か らは中 学校 でも

実施する予定としております。

こ れら の取組 によ り まして 、全 国学 力・学 習状 況調査 や県 の事

業で ござ います 英検 Ｉ ＢＡで は、 おお むね県 平均 を上回 る結 果と

なっ てお ります 。こ れ はＡＬ Ｔを 活用 した授 業や 交流活 動の 成果

の一つだというふうに認識をしております。

こ れま での取 組の 成 果を基 盤と しま して本 市の 英語教 育を さら

に充 実さ せ、英 語を 通 した様 々な 体験 を重ね なが ら、才 能あ ふれ

る米 子の 子ども たち の 力をよ り一 層伸 ばして いき たいと いう ふう

に考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 教 育長 か ら力強 い前 向き な答弁 をい ただい たと 思い

ます。

改 めて お尋ね いた し ますが 、英 語教 育の充 実の 観点か ら英 語圏

への派遣事業の実施についての考えをお尋ねいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 未 来を 担 う子ど もた ちに 対する 教育 、これ は重 要な



施策 であ ります 。実 際 海外に おい て現 地の人 に触 れて、 そし てま

た生 活環 境や文 化の 違 いを体 験す るこ とで国 際的 な感覚 を養 うこ

とは大変重要なことであると、そのようにも認識しております。

国 際社 会で活 躍で き る人材 を育 成す るため に、 英語教 育の 充実

を図 るこ とはと りわ け 重要で ある と考 えてお りま して、 中で も児

童生 徒を 海外派 遣す る という こと につ きまし ては 、英語 を通 した

様々 な体 験がで きる 取 組とし て大 変有 効なも ので あると 認識 をし

ております。

一 方、 昨今は 円安 で すとか 、あ るい は海外 の物 価高な どあ りま

すし 、ま た現地 の治 安 を含め た安 全性 など、 様々 考慮し なけ れば

なら ない ことは ある と 認識を して おり ますが 、子 どもた ちの 将来

のた めに 、そう した こ とも含 めて 今後 検討し てま いりた いと 考え

ております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひ検 討 いただ いて 、実 現をお 願い したい と思 いま

す。

次 に移 ります 。５ 、 長期的 に考 える 少子化 対策 ・人口 減少 対策

につ いて 伺いま す。 最 初です が、 令和 ６年度 の出 生数の 、こ れは

見込み値で結構ですのでお聞かせください。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本市の 住民 基本 台帳に おけ る令和 ６年 度の

出生 見込 み数で ござ い ますが 、令 和７ 年１月 末ま での実 績に 、２

月、 ３月 につき まし て は本年 度の 平均 値、こ れを 加算い たし ます

と 1,０ ２ ５ 人 に な り ま す の で 、 1,０ ０ ０ 人 程 度 に な る も の と 見 込

んでおります。



○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 令 和５ 年 度も 1,０ ０ ０ 人 強 で 、 令 和 ６ 年 度 の 見 通 し

で も 1,０ ０ ０ 人 少 し と い う こ と で 、 何 と か 1,０ ０ ０ 人 の と こ ろ で

歩 留 り す れ ば な と 思 い ます。 これ は願 うしか なく て、こ れ以 上の

ことはもうできないんですけれども、まずそこが分かりました。

こ こは 見解だ け述 べ ておき たい と思 います が、 出生数 の増 加策

はこ れか らも必 要で あ ると思 うと ころ でござ いま すが、 果た して

どこ まで の効果 を期 待 してい いの か、 判断が 難し い局面 でも ある

と思 って おりま す。 合 計特殊 出生 率は 矢田貝 議員 も触れ られ まし

たし 、岩 﨑議員 も人 口 のこと 触れ られ てまし たが 、全国 で約 1.２

０ 、 一 極 集 中 の 東 京 は 、 こ れ が 0.９ ９ で 、 0.９ ９ シ ョ ッ ク と ま で

呼 ば れ て い ま す と 。 出 生数は 全国 で２ ０２４ 年が 約７２ 万人 であ

り、 ７３ 万人を 下回 る のは２ ０３ ９年 と推計 して いたも ので 、想

定よ りも １５年 ペー ス が速い とい うこ とでご ざい ます。 この 状況

を人口危機と呼んでいらっしゃる方もいるぐらいです。

し たが って、 多少 飛 躍しま すが 、出 生に関 する 事業も 重要 です

が、 ここ は重要 とし て おきま すが 、交 流人口 の増 加を想 定し た事

業に も注 力する こと が 得策で あろ うと 今考え てい るとこ ろで ござ

います。

次 の質 問です 。先 ほ どこち らの ほう で伺い まし た自習 環境 の整

備と 関連 してく るの で すが、 米子 に知 財の拠 点を 構えて いく 必要、

私は これ は強く 感じ て いると ころ でご ざいま す。 端的に 言え ば、

海外 でも 活躍で きる 人 材を育 成す べき である と思 います 。な ぜ海

外かというのは、一番冒頭で言った次第でございます。

少 し視 点を変 える な らば、 イノ ベー ション が生 まれる とい う考



え方 でよ く引用 され ま す若者 、よ そ者 、ばか 者、 こうい った もの

にな ぞら せてい ただ き まして 、そ のよ うな多 様な 人物が 交流 、滞

留で きる ような 場所 を 米子に もつ くっ ていく 、創 造して いく べき

と考えておりますが、見解をお尋ねいたします。

○稲田議員 伊木市長。

○伊 木市 長 イ ノベ ー ション 人材 をい かに地 元か ら発掘 し、 そし

て育 てて いける かと い うテー マだ と思 います 。我 々のよ うな 地方

都市 にお きまし ても 、 そうし たイ ノベ ーショ ンが 活発に 行わ れる

よう な施 策、こ れを 行 政にお いて もや ってい くと いうこ とは 、ぜ

ひとも挑戦したいテーマであるとは思っております。

た だ、 全国的 に目 立 って成 果を 上げ ている よう な、そ うい う地

方都 市と いうも のは 、 必ずし も多 くな いのか なと いう認 識を して

おり ます 。もち ろん 、 それを もっ て駄 目だと いう ことで は決 して

なく て、 そうし たこ と も含め て、 我々 として は認 識をし なけ れば

いけないのかなというふうに思っているとこでございます。

全 国的 にはそ うし た イノベ ーシ ョン を目指 して 行政が ハー ド整

備を する んです けど も 、なか なか うま くいか ない 事例と いう もの

が多 いよ うにも 認識 を してお りま す。 一つ言 える ことは 、こ うや

れば うま くいく とい う 方程式 のよ うな 法則は なか なか見 いだ しに

くい のか なとい うと こ ろであ りま す。 そこで 、何 をやれ るか 、こ

れし っか り考え てい か なけれ ばい けな いんで すけ ども、 例え ば大

手資 本と うまく 共同 し ていく とい うよ うなこ とも あると 思い ます。

先般 、バ スの自 動運 転 を手が けて いる ＢＯＬ ＤＬ Ｙとい う会 社と

米子 市は 提携を した ん ですけ れど も、 あれも ソフ トバン クグ ルー

プの 一会 社と聞 いて お ります が、 やは りああ した 大きな 開発 には



それ なり の資金 が必 要 であり ます ので 、そう いっ た力を うま く借

りる とい うこと も一 つ ではな いか なと いうふ うに 思って おり ます。

ま た例 を挙げ ます と 、米子 にも ゆか りがあ りま すイン フォ メー

ショ ン・ ディベ ロプ メ ント社 が米 子に オフィ スを つくっ てお られ

ます けれ ども、 あそ こ のオフ ィス では 先進的 なシ ステム 開発 を行

って おら れます 。も ち ろん地 元資 本の 中にも しっ かりと 業績 を上

げ、 そし て先進 的な 活 動をし てい らっ しゃる 会社 が多々 あり ます

ので 、そ うした 企業 の 力を借 りな がら 具体的 な連 携の中 で一 つ一

つ着 実に 成果を 出し て いくこ とが 大切 だとい うふ うに考 えて おり

ます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲田議員 力強くありがとうございました。

何 と我 が家の こと で 恐縮な んで すが 、ここ 数年 にポー ラン ド、

ハン ガリ ー、イ ギリ ス 、フラ ンス から お二人 、ブ ルガリ アか らお

二人 、短 い方だ と３ 日 、長い 方だ と１ か月ぐ らい 、ショ ート ステ

イと いう かステ イし て いただ きま して 、イン ター ネット の時 代だ

なと 思う 次第で ござ い ます。 米子 がど ういう 位置 づけか とい うの

は、 昔の 米子は こう だ ったと いう 考え もあり ます けども 、次 の米

子を 考え ていく 上で 、 先ほど の市 長の 答弁も あり ました 、ぜ ひ米

子を 発展 してい くい ろ んなア イデ アが あると 思い ますの で、 生か

していただけばと思います。

で は、 大要２ 点目 に 移りま す。 ウォ ーカブ ル推 進事業 とに ぎわ

い創出についてでございます。

ま ず最 初、ウ ォー カ ブル推 進事 業に ついて の計 画に定 めて いる

目標数値について、現時点での実績をお尋ねいたします。



○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 ウォ ーカ ブル 推進事 業に つきま して は、

米子 駅周 辺地区 、ま た 角盤町 周辺 地区 、この ２つ のエリ アに つき

まし て、 事業完 了年 度 が令和 ８年 度で ござい ます が、そ の８ 年度

での目標値を定めてございます。

現 在の 状況で ござ い ますが 、米 子駅 の周辺 地区 につい ては ３つ

定め てご ざいま して 、 駅前通 り周 辺の 歩行者 交通 量、計 画区 域内

の商 業店 舗数、 そし て 米子駅 南側 の歩 行者の 交通 量でご ざい ます。

いずれも目標を達成している状況でございます。

ま た、 角盤町 の周 辺 地区に つき まし ては４ つご ざいま す。 える

もー る商 店街周 辺の 歩 行者交 通量 、計 画区域 内に おけま すイ ベン

トな どの 回数、 そし て 計画区 域内 の商 業店舗 数、 ４点目 が元 町通

りの 歩行 者の交 通量 で ござい ます 。こ れに関 しま しては 、歩 行者

交通 量に ついて は、 ま だ目標 には 達し ていな い状 況であ りま す。

以上であります。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 米 子駅 周 辺は堅 調、 目標 達成と いう ことと 、角 盤町

エリ アは 未達の 部分 が あると いう こと で、私 も頑 張って 月末 のジ

ビエフェスタ参加していきたいと思います。

次 です 。この ウォ ー カブル に関 する 事業で は、 減額補 正及 び繰

越明 許等 が今期 定例 会 に上げ られ てお ります が、 それぞ れの 事業

のそれに至った経緯をお尋ねいたします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ウォー カブ ル推 進事業 の減 額補正 につ きま

して は、 いずれ も財 源 となる 社会 資本 整備総 合交 付金の 交付 額が



当初 要望 額を下 回っ た ことか ら減 額補 正する もの でござ いま す。

次に 繰越 明許に つい て でござ いま すが 、角盤 町周 辺まち なか ウォ

ーカ ブル 推進事 業の 繰 越明許 につ きま しては 、え るもー るア ーケ

ード 下の 工事に おい て 、営業 店舗 に配 慮した 施工 により 想定 より

も時 間を 要して おる た めでご ざい ます が、来 年度 の工事 は予 定ど

おり実施できる見込みでございます。

次 に、 米子駅 周辺 ま ちなか ウォ ーカ ブル推 進事 業の繰 越明 許に

つき まし ては、 米子 駅 目久美 町線 にお きまし て、 同一路 線に おけ

る複 数工 事の実 施に 加 えまし て、 駅北 広場の ロー タリー の規 制の

影響 によ る交通 の錯 綜 を考慮 した 施工 により 想定 よりも 時間 を要

して いる ためで ござ い ますが 、１ 月に 御承認 いた だきま した 補正

予算 を活 用した 継続 す る工事 につ きま しては 業者 も決定 して おり

まし て、 おおむ ね予 定 どおり 進捗 して おる状 況で ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ の答 弁 に対し まし て、 もう少 し詳 しくお 尋ね した

いと 思い ます。 減額 補 正にお いて は、 要望額 を下 回った 理由 、あ

るい はそ の後の 影響 が どのよ うに ある のか、 また はない のか 、繰

越明 許に ついて も、 答 弁にご ざい まし たが、 改め て工期 の完 了に

影響はあるのかないのか、この２点をお尋ねします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 要望額 を下 回っ た理由 でご ざいま すが 、ウ

ォー カブ ル推進 事業 の 所管官 庁で ござ います 国土 交通省 都市 局の

予算 内で 、事業 進捗 を 踏まえ 、所 要額 を配分 され たもの であ ると

認識しておるところでございます。



そ の影 響でご ざい ま すが、 当初 予定 してお りま した財 源が 確保

でき なか ったた め、 北 広場の 工事 はシ ェルタ ーの 施工範 囲が 予定

より も少 なくな りま し た。駅 周辺 エリ アでは 目久 美公園 の工 事、

角盤 町周 辺エリ アで は 髙島屋 とグ ッド ブレス ガー デンの 間の 市道

の一 部、 美装化 に着 手 できま せん でし た。し かし ながら 、国 の経

済対 策に 伴う補 正予 算 の活用 によ り、 事業の 進捗 を図る よう に努

めておるところでございます。

こ の工 事の影 響と い うこと でご ざい ますが 、個 別の工 事に つき

まし ては 、先ほ ど答 弁 させて いた だい たとお り、 想定よ りも 時間

を要 して いるた め完 了 が遅れ ます が、 継続し て行 われる 工事 は予

定ど おり 着手で きる 見 込みで ある こと から、 事業 全体の 進捗 とい

たし まし ては繰 越明 許 に伴う 影響 はな いと考 えて おると ころ でご

ざいます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 次 です 。 令和７ 年度 、今 度は当 初予 算のほ うで すけ

れど も、 そちら に計 上 されて いま すそ れぞれ の事 業の詳 細を お尋

ねします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ７年度 の事 業と いうこ とで す。米 子駅 北広

場ウ ォー カブル 推進 事 業につ きま して は、令 和６ 年度の タク シー

ロー タリ ー周辺 の工 事 に続き 、バ スタ ーミナ ルに おいて バス が歩

道に 寄り つきに くい こ とから 、乗 降に 支障が 生じ ている バス 乗降

場の 改善 等のバ リア フ リー化 やバ ス待 機所を 確保 する工 事を 実施

いたします。

角 盤町 周辺ま ちな か ウォー カブ ル推 進事業 につ きまし ては 、ア



ーケ ード が撤去 され た 本通り 東線 の舗 装美装 化や 冨士見 ２号 公園

のリニューアル工事を実施いたします。

米 子駅 周辺ま ちな か ウォー カブ ル推 進事業 につ きまし ては 、本

年１ ２月 頃の供 用開 始 を目指 し、 引き 続き米 子駅 目久美 町線 の工

事を 実施 すると とも に 、目久 美公 園の リニュ ーア ル工事 を実 施い

たす予定でございます。

そ れに 、米子 アリ ー ナの開 業に 向け て、米 子駅 南口か ら米 子ア

リー ナま で多く の方 が 歩いて いく こと が想定 され るルー トに おき

まし て、 歩行者 にと っ て分か りや すく 歩きや すい 環境に 改善 する

ための工事も実施する予定でございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 少 し詳 し くお尋 ねし たん ですけ れど も、実 は令 和７

年度 予算 でも大 体３ つ 事業が あり まし て、そ れぞ れが４ 億 1,０ ０

０ 万 円 、 ３ 億 6,０ ０ ０ 万 円 、 ５ 億 7,０ ０ ０ 万 円 と い う こ と で 、 か

な り 大 き い 事業 であ る ことは 、こ れは 言うま でも なくな んで すが、

ただ 、こ の場で 聞い て 初めて よう やく 分かっ たな という 部分 もあ

るん です が、改 めて こ れお願 いし たい んです が、 決算で も指 摘い

たし まし た見え る化 を 求めた いと 思い ますが 、い かがで しょ うか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 先般 の予 算決 算委員 会で も御指 摘を いた

だき まし た。進 捗・ 整 備イメ ージ を示 しては どう かとい うお 話で

あっ たと いうふ うに 記 憶して おり ます 。この 事業 につき まし ては、

事業 期間 はそろ そろ 中 間点を 迎え るこ ととな りま した。 事業 の進

捗で すと か、あ るい は 将来イ メー ジ、 このよ うな ものを 確認 でき

るも のを 示すこ とで 、 より市 民の 皆様 方に本 市が 取り組 みま す歩



いて 楽し いまち づく り を実感 して もら うこと につ ながる ので はと、

このように考えてございます。

そ こで 、現在 でご ざ います が、 今年 度に実 施し た事業 、そ して

来年 度の 実施予 定事 業 、これ を加 えた 形で新 商都 米子の まち づく

りと いう 形で今 整理 を 行って いる とこ ろであ りま す。こ の中 で事

業の 進捗 の見え る化 で すとか そう いっ たイメ ージ ですと か、 図っ

てま いり たいと 考え て おりま す。 時期 的には 来年 度の早 い時 期に

お示 しが できる よう に 準備を いた した いとい うふ うに考 えて ござ

います。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。言 うま でもな くで すが、

どの エリ アにど うい っ た事業 がい つか らいつ の期 間、そ して どの

よう な効 果が狙 われ て どのく らい の予 算が投 下さ れてい たの かと

いう のが やっぱ り分 か らない まま です と、こ れち ょっと 我々 とし

ても なか なか事 業の 評 価すら でき ない もので すか ら、そ ちら は必

ずお願いいたします。

あ と、 米子駅 前の ほ うが堅 調、 好調 で、角 盤町 のほう がち ょっ

と若 干と いうこ とが あ りまし たの で、 私もそ のよ うな機 会が あれ

ば、 より 角盤町 のほ う 中心に 出歩 きた いと思 いま す。こ れは 市が

やっ てな いとか どう こ うでは なく て、 議会も その 予算を 認め てる

以上 は、 我々も 微力 な がらそ れは 貢献 しなき ゃな らない と改 めて

思ったところでございます。

大 要２ 点の中 で、 ち ょっと 順番 をこ の後、 若干 変更を お願 いし

たい と思 います 。３ の かわま ちづ くり 、４の 湊山 公園を 聞か せて

いた だい て、２ の角 盤 町、そ れか ら５ の町家 保存 の順で ちょ っと



入れ 替え させて いた だ きたい と思 いま すので 、よ ろしく お願 いい

たします。

３ 、か わまち づく り 計画推 進事 業に ついて お尋 ねいた しま す。

令和 ７年 度当初 予算 に おける この 事業 の概要 をお 尋ねい たし ます。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 中海・ 錦海 かわ まちづ くり 計画に 基づ きま

すか わま ちエリ アの 整 備につ きま して は、現 在、 国の親 水護 岸整

備が 令和 ６年度 末完 成 予定と して 施行 されて おり ます。 令和 ６年

度の 本市 の施工 箇所 と いたし まし ては 、灘町 橋か らの進 入路 整備

工事 を行 い、令 和６ 年 １１月 に完 了し たとこ ろで ござい ます 。令

和７ 年度 の当初 予算 と いたし まし ては 、市の 施工 箇所で ござ いま

す芝 生広 場、駐 車場 整 備、ト イレ 建物 の工事 に関 する経 費を 計上

して おり まして 、令 和 ７年度 末の 完成 を目指 して おると ころ でご

ざいます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 令 和７ 年 度末、 すな わち 令和８ 年３ 月かと 思い ます

が、 その 令和８ 年３ 月 の時期 に供 用開 始と考 えて よいの か、 また

その とき の具体 的な イ メージ 図、 完成 図です ね、 これが そろ そろ

見え てく る、そ ろそ ろ という か来 年度 になっ てか ら早い 時期 に見

えて くる ものだ と私 は 思って いる んで すが、 どう いった 時期 に示

されるのかお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 計画と いた しま しては 令和 ８年３ 月の 工事

完了 とい う予定 でご ざ います けれ ども 、供用 開始 といた しま して

は令 和８ 年４月 を、 こ れも併 せて 目指 してい ると ころで ござ いま



す。

完 成し たイメ ージ 等 につき まし ては 、以前 にも 作成し てお りま

すパ ース 図につ いて は お示し をさ せて はいた だい ており ます けれ

ども 、国 の工事 が完 了 し、そ れ以 降の 工事の 進捗 に合わ せ、 情報

提供 をさ せてい ただ き たいと いう ふう に考え てご ざいま す。 以上

です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ のパ ー ス図で すね 、よ く聞か れる んです よ、 あそ

こど うな って、 いつ で きるの かと 。時 期は今 日明 確にな りま した

けれ ども 、どう なる の かとい うの が私 も説明 した いもん です から、

よろしくお願いいたします。

次 です 。湊山 公園 リ ニュー アル 事業 につい てお 尋ねし ます 。令

和７年度当初予算におけるこの事業の概要をお尋ねいたします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 鳥取大 学医 学部 附属病 院の 再整備 に伴 いま

して 、湊 山公園 の一 部 が使用 され る予 定でご ざい ます。 湊山 公園

のリ ニュ ーアル 事業 は 、湊山 公園 の一 部が単 にな くなる とい うこ

とで はな く、医 大の 再 整備開 始後 から 湊山公 園の 機能を 継続 して

発揮 させ るとと もに 、 医大の 再整 備と 整合を 図り ながら 、将 来に

向け たま ちづく りと 調 和した 公園 とし てリニ ュー アルを 行う 事業

でございます。

令 和７ 年度は 、医 大 再整備 開始 後の 湊山公 園の 新たな る姿 を検

討するため、基本設計を行う予定でございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ ちら も 分かり まし た。 鳥大医 学部 さんと の歩 調も



合わ せな がらと いう こ とにな ると 思い ますが 、こ れも具 体的 なイ

メー ジ図 、パー ス図 と いった もの はど のよう な時 点で示 され るの

かお尋ねしておきます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 医大の 再整 備の 基本計 画と 整合を 図る 必要

がご ざい まして 、そ の 進捗状 況に もよ ります が、 来年度 中に はお

示ししたいと考えておるところでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ れも 同 様に、 あそ こは どげん なあ だとい うの はよ

くよく聞かれますので、よろしくお願いいたします。

次 に、 ちょっ と湊 山 公園と いう こと で、猿 舎に ついて 伺っ てお

きた いと 思いま す。 猿 舎の猿 への 対応 、これ 私、 昨年の ９月 定例

会で はは っきり 申し ま すと頭 数の 抑制 という 観点 で質問 させ てい

ただいておりますが、このことについてお尋ねいたします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 猿の適 正な 飼育 を行っ てい く上で 頭数 の管

理は 課題 でござ いま し て、頭 数の 制限 の方法 を検 討して おる とこ

ろでございます。

短 期的 かつ確 実な 頭 数抑制 の方 法と して、 他施 設への 譲渡 がご

ざい ます 。ただ し、 譲 渡先の 確保 や受 入れ条 件等 、将来 的に は不

確実 な部 分もあ るた め 、頭数 制限 の方 法とし て繁 殖抑制 につ いて

も専 門家 等と相 談し な がら検 討し てい くこと とし ていき たい と思

っております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 譲 渡が あ る、あ るい は繁 殖抑制 があ るとい うこ とで、



これ 以前 からも その よ うな提 案も させ ていた だい ており ます ので、

ぜひ 、あ れから 約半 年 もたち まし たし 、また ちょ っと一 件も 起き

ましたことですし、これ本当早急な対応をお願いいたします。

そ の上 で、こ れ要 望 です。 譲渡 する という 具体 的な話 もあ りま

した が、 引き続 いて 頭 数抑制 を確 実に 行って いた だきた い。 加え

て、 猿舎 につい ては 用 途の廃 止も 選択 肢の一 つで あるこ とを 私は

強調 して おきま す。 そ のこと を視 野に 入れた 公園 整備を 求め て、

これを要望しておきます。

次 です 。（２ ）の 角 盤町・ 米子 港・ 城下町 周辺 エリア の活 性化

につ いて お尋ね いた し ます。 角盤 町・ 米子港 ・城 下町周 辺エ リア

の活性化の具体的な内容をお尋ねいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 御指 摘い ただ いたエ リア につき まし ては、

現在 、角 盤町周 辺の 路 面美装 化で すと か米子 港の 広場で すと か、

各種 整備 が今進 んで ご ざいま す。 今後 につき まし ては、 こう いっ

た地 域資 源のさ らな る 磨き上 げに つな がる整 備推 進、引 き続 き図

って まい りたい と考 え ており ます 。あ わせま して 、整備 され た基

盤を 活用 しなが ら、 ま ちの周 遊性 を高 めて、 そし てにぎ わい 創出

につ なげ ていく こと も 非常に 大切 だと 考えて ござ いまし て、 この

たび 第２ 次まち づく り ビジョ ン案 にも その旨 、位 置づけ たと ころ

であります。

参 考ま で、各 エリ ア での今 後の 動き でござ いま すが、 例え ば角

盤町 の周 辺エリ アに つ きまし ては 、え るもー るの 路面美 装化 、今

進捗 が図 られて いる と ころで ござ いま すが、 それ に加え て、 今後

終日 の車 両通行 止め 、 このよ うな 形で の規制 変更 を予定 をし てご



ざい ます 。また 、米 子 港・城 下町 周辺 エリア につ きまし ては 、山

陰歴 史館 のリニ ュー ア ル、あ るい は先 ほども ござ いまし た湊 山公

園の リニ ューア ルで す とか、 その ほか 三の丸 広場 の整備 など 予定

がさ れて いると ころ で ござい ます 。こ ういっ たそ れぞれ ごと のエ

リア の魅 力向上 図り な がら、 まち 全体 のにぎ わい 創出に つな げて

まいりたいというふうに考えてございます。以上でございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 次 に、 （ ５）の 町家 の保 存・活 用の 推進に つい て伺

います。この事業の概要をお尋ねいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 町 家の 保 存活用 に係 る事 業でご ざい ますが 、中 心市

街地 、特 に城下 町エ リ アにお きま して は、江 戸末 期から 昭和 前期

に建 築さ れまし た歴 史 的な町 家が 多く 残って おり ます。 しか しな

がら 、所 有者の 高齢 化 、ある いは 跡継 ぎの不 在な どによ りま して

管理 が困 難とな り、 ま た年々 空き 家が 増え、 そし て更地 化も 進ん

でいるというとこでございます。

城 下町 エリア につ き まして は、 米子 の歴史 、文 化の町 並み を生

かし た魅 力的な エリ ア である とい うふ うに考 えて おりま して 、歴

史的 資源 を保全 する 観 点はも とよ り、 空き家 の解 消や、 ある いは

観光 、二 地域居 住と い った形 での 交流 人口拡 大な ど、新 たな にぎ

わいと地域活力の創出を図りたいと考えております。

こ のよ うな中 、国 に よる二 地域 居住 促進に 向け た支援 措置 です

とか 、あ るいは 市内 の 民間団 体に より ます町 家の 活用の 動き など

も見 られ るとこ ろで ご ざいま すの で、 今後そ うし た民間 団体 など

関係 機関 とも情 報共 有 を図り なが ら、 町家の 保存 活用に 取り 組ん



でいくことといたします。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 市 長か ら 答弁い ただ きま した。 例え ば管理 が困 難、

年々 空き 家化、 更地 化 が進ん でい る、 私もそ のよ うに認 識し てお

ります。

今 のお 話の中 で一 つ お聞か せい ただ きたい と思 います 。二 地域

居住 促進 に向け た支 援 措置と いう こと がござ いま した。 今朝 の地

方紙 にも 、他の 町で す が、そ のよ うな 動きが ある ようで すが 、こ

の二 地域 居住促 進と い うのは どう いっ たもの であ るか、 そし て具

体的 に支 援措置 が予 定 されて いる ので あれば 、そ れをお 尋ね いた

します。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 最初 に、 二地 域居住 の定 義とい いま すか、

概要 でご ざいま すけ ど も、一 般的 に都 市部、 地方 部、２ つの 拠点

を持 って 、例え ばで ご ざいま すが 、平 日は都 市部 で働い て週 末は

例え ば休 みを利 用し て 地方部 で暮 らす とか、 この ような ２つ の拠

点、 ある いは２ つ以 上 の拠点 を持 って そうい った 暮らし を営 む新

しい ライ フスタ イル と して、 これ は国 土交通 省の ほうが 定義 づけ

をして、法令のほうでもうたっているものでございます。

こ の法 令につ いて は 、昨年 の１ １月 １日に 改正 法とし て二 地域

居住 促進 法、通 称で ご ざいま すが 、が 施行を され ました 。国 の今

姿勢 とい たしま して は 、この 二地 域居 住とい うも のを促 進が しや

すく なる ように 、自 治 体が独 自に 計画 を策定 した 場合に 支援 を行

っていくと、そういった方向性が示されたところであります。

主 な支 援措置 につ き まして は既 に国 のほう から 示され てご ざい



ます が、 例えば でご ざ います けど も、 空き家 の改 修です とか テレ

ワー ク拠 点の整 備で す とか、 この よう な取組 に対 しての 財政 支援

など 準備 をされ てる と いうと ころ でご ざいま す。 以上で あり ます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 特 にス ケ ジュー ル上 は動 きは、 まだ 具体的 なも のは

ないという認識でいいでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今、 県の ほう で、県 がま ず地域 の計 画を

つく らな ければ いけ ま せん。 そこ に各 市町村 で希 望があ ると ころ

が県 に対 して協 議を 行 いまし て、 その 計画の 中に 位置づ ける とい

う作 業を 今県の ほう で 行って おり ます 。私ど もと いたし まし ては、

意向 はあ ると。 ただ 、 具体的 な計 画は 今策定 に向 けて検 討中 でご

ざい ます ので、 具体 的 に今何 かが 準備 されて ると いうも ので はご

ざいません。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ れか ら 先は、 今聞 きま した町 家の 保存活 用と 、そ

の一 つ前 に聞き まし た 角盤町 ・米 子港 ・城下 町周 辺エリ アの 活性

化、これ併せた視点で質問を行います。

そ の最 初です が、 こ れら２ つの こと はこの たび の総合 計画 、米

子ま ちづ くりビ ジョ ン でござ いま すが 、まち づく りビジ ョン の後

期計 画に 新たに 設置 さ れたも ので すと 。これ らの 項目に 対し て非

常に 高い 期待を して い るとい う複 数の 市民の 方の 声をい ただ いて

おり ます 。まず 、そ の 声の中 で最 も危 機感が 強い のが、 先ほ ど市

長か らも 答弁い ただ き ました が、 いわ ゆる中 心市 街地等 の町 並み

を形 成し ている 古民 家 の老朽 化が 激し く、今 後の 市の観 光で にぎ



わい 創出 を考え た場 合 、早急 に対 応を 講じる 必要 がある との 切実

なる 訴え もござ いま す と。私 もそ れに は同意 する ところ であ りま

す。 この ことに つい て の見解 を、 改め てです がお 尋ねい たし ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 が触 れら れまし た中 心市街 地、 特に

城下 町エ リアに おき ま して、 今、 町家 の老朽 化で すとか 空き 地化、

更地 化、 こうい った 状 況が発 生し てる という こと で課題 認識 を持

っているところであります。

今 議会 にも議 案と し て今お 示し をし てござ いま す第２ 次米 子市

まち づく りビジ ョン に 基づき まし てこ の旨位 置づ けてご ざい ます

ので 、町 家の保 存活 用 に向け て各 種取 組は進 めて まいり たい とい

うふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 少 しこ こ からは 個別 的な 話が入 りま す。観 光庁 が今

公募 して おりま す歴 史 的資源 を活 用し た観光 まち づくり 事業 に応

募し ては どうか と思 う ところ では ござ います が、 まずこ の事 業を

市としてはどのように認識しているのかお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 観光庁 の事 業で ござい ます けれど も、 観光

庁の 観光 立国推 進基 本 計画に 基づ きま して、 地域 におけ るお 城や

神社 仏閣 、そう いっ た ものを 併せ た重 要文化 財等 の歴史 的資 源を

活用 して 地域を 面的 に 再生さ せる こと を目的 とし たまち づく りの

取組 の進 捗に合 わせ て 、観光 庁か ら専 門家が 支援 されて 伴走 支援

する 、そ ういっ た調 査 事業で ある こと を認識 して ござい ます 。以

上です。



○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 観 光庁 の ホーム ペー ジに はいろ いろ と詳し く書 いて

あり まし て、も ちろ ん 私も目 を通 して おりま す。 本当は その 一つ

一つ ちょ っと事 例を 拾 いなが ら、 米子 市とど れだ けマッ チし てい

くと かの 作業を ここ で したい んで すけ れども 、今 日は総 論主 体と

させ てい ただき たい と 思いま すの で、 今日の とこ ろはこ こま でで、

また次の定例会等でそれはさせてもらいたいと思います。

次 です 。市へ これ 要 望する だけ では なく、 いわ ゆる産 学官 金連

携の うち 、既に 産学 金 に関す る方 々が 積極的 に動 いてお られ る状

況が あり ますと 。そ れ を踏ま えて 、ぜ ひ官と して 市にも 参加 して

ほし いと いう期 待が 大 きいで すし 、ま たそれ が待 たれて いる 状況

でもあります。

と ころ で、同 じス キ ームで 、米 子市 にはな じみ の非常 に深 い愛

媛県 大洲 市では この 事 業を利 用し て結 果を出 して いると 伺っ てお

りま すが 、米子 市と し て大洲 市の 例を どのよ うに 捉えて いる のか

をお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 大洲市 の取 組で ござい ます けれど も、 大洲

城の 城下 町にご ざい ま す町家 や古 民家 などを 宿泊 施設な どと して

活用 され て、そ れを ま ちの活 性化 の取 組につ なげ ておら れる とい

うことで認識してございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 私 もか な り前で すけ ども 、ＮＨ Ｋの 朝の番 組で 大洲

市の 取組 も拝見 させ て いただ きま した し、ま たい ろいろ な資 料で

も見 てい て、非 常に い い取組 であ ると いうこ とと 、米子 とな じみ



が非 常に 深い市 でご ざ います ので 、ぜ ひとも 何か そうい った 点で

も米子も取り組む価値が非常にあるなと思っておるところです。

次 の質 問です 。ウ ォ ーカブ ル推 進、 にぎわ い創 出、イ ンバ ウン

ド需 要の 創出等 々意 識 した上 で、 かつ 総合計 画、 まちづ くり ビジ

ョン に掲 げてあ る角 盤 町・米 子港 ・城 下町周 辺エ リアの 活性 化と

町家 の保 存活用 の推 進 を掛け 合わ せて 考える に、 この事 業を 前向

きに捉えるべきと考えますが、市長の見解をお尋ねします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員お っ しゃる とお り、 これは ぜひ 前向き に考 えた

いというふうに思ってございます。

先 ほど 申し上 げま し たとお り、 町家 の保存 活用 という もの は、

地域 の歴 史的価 値を 適 切に保 存し 、そ してそ れを 後世に も伝 える

大切 な事 業だと いう ふ うに思 って ござ います 。そ の際、 やは り所

有者 さん のまず 同意 と かそう いっ たも のが必 要に なって くる とい

うこ とが ござい ます し 、仮に それ を何 らかの 形で リニュ ーア ル、

修繕 をか けたと して 、 リフォ ーム をか けたと して 、その 物件 を適

切に 利活 用する とい う 段階も 当然 見据 えたこ とが 必要で ござ いま

す。 宿泊 施設で すと か 居住施 設、 ある いはオ フィ スや店 舗、 いろ

いろ ある とは思 いま す けども 、い ずれ にしま して も民間 の事 業者

さん の取 組、そ して 御 意見、 この 辺り をしっ かり と伺っ た上 で進

めて いく ことが 必要 で ござい ます ので 、その 辺り しっか りと 御意

見伺いたいというふうに考えてございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲田議員 前向きな御答弁いただきました。

あ とは 、市長 の答 弁 にもあ りま した 、いろ んな ところ で合 意形



成が これ から必 要で あ るとい うと ころ は、私 も同 じ認識 でご ざい

ます 。し たがい まし て 、各関 係者 から 意見を 聞き 、協議 をす る場

の設 定を 求めた いで す が、こ ちら の見 解も求 めた いと思 いま す。

お願いします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 具 体的 な 形はち ょっ とこ れから 考え ますけ ども 、ど

のよ うな 形でか 実務 者 レベル の協 議と いう場 は必 要だと いう ふう

に思 って おりま すの で 、これ につ いて は内容 によ りまし て関 係部

局に対応を指示いたしたいと思います。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 承 知い た しまし た。 非常 に私も 聞き 取り段 階で ３つ

の部 、１ つの局 にま た がり、 課は それ 以上に また がった 案件 では

ござ いま すが、 ぜひ と も米子 市一 丸と なって 、で きれば 米子 市の

力を 存分 に発揮 して い ただい て、 この 事業の 成功 を見た いと 思っ

ております。

で は、 大要３ 点目 に 移りま す。 国際 交流の 推進 とイン バウ ンド

需要の創出についてお尋ねいたします。

最 初で すが、 国際 交 流の推 進と 記念 事業に つい て。米 子市 ・束

草市 姉妹 都市提 携３ ０ 周年記 念事 業及 び本年 ５月 に開催 され ます

日台観光サミットの詳細をそれぞれお伺いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 私か ら、 まず 米子市 ・束 草市姉 妹都 市提

携３ ０周 年記念 事業 の 概要に つい て御 答弁申 し上 げます 。束 草市

とは 平成 ７年、 姉妹 都 市提携 を締 結を いたし まし た。そ の後 ５周

年ご とに 交互に 式典 を 開催を して おり ます。 そし て、今 年の １０



月に 提携 ３０周 年を 迎 えるわ けで ござ います が、 まず式 典と いた

しま して 、５月 に束 草 市長を はじ めと した代 表団 、そし て芸 能団、

経済 団体 を招き まし て 、記念 事業 、交 流を実 施を する予 定と して

おり ます 。また 、１ ０ 月には 束草 で雪 獄文化 祭が 開催を され ます。

その 際、 米子市 の芸 能 公演団 を派 遣す ること とい たした いと 考え

ております。

そ の他 の取組 とい た しまし て、 代表 団の来 日に 合わせ まし て市

内の 小中 学校で 国際 交 流献立 とい たし まして 韓国 料理を 提供 する

予定 でお ります 。そ の 際、訪 問団 と児 童生徒 との 食を通 じた 交流

など も計 画をい たし て いると ころ であ ります 。以 上でご ざい ます。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 日台観 光サ ミッ トの詳 細に ついて でご ざい

ます 。本 年５月 ２９ 日 から６ 月１ 日に 開催さ れる ことに なっ てお

りま す２ ０２５ 日台 観 光サミ ット ｉｎ 鳥取は 、日 台の旅 行業 界や

観光 業界 のトッ プな ど ２００ 名を 超え る方々 が一 堂に集 い、 関係

強化 を図 るもの でご ざ います 。毎 年日 本と台 湾で 交互に 開催 をさ

れておりまして、鳥取県での開催は１６回目となります。

本 市に おきま して は 、国際 会議 や歓 迎晩さ ん会 が開催 され ます

こと から 、現在 、鳥 取 県など と情 報共 有を図 り、 参加者 の皆 様へ

の記 念品 の贈呈 であ り ますと かヨ ネギ ーズに よる 歓迎対 応、 歓迎

晩さ ん会 の会場 での Ｐ Ｒブー スの 出展 など、 関係 者への おも てな

しを調整しているところでございます。

サ ミッ ト開催 時に は 台湾－ 米子 便の 就航も 予定 されて おり まし

て、 本サ ミット を本 市 と台湾 との 関係 性が強 まる 絶好の 機会 とし

て捉 え、 参加者 のお も てなし や本 市の 魅力発 信に 取り組 み、 台湾



から のイ ンバウ ンド 誘 客や交 流拡 大を 進めて まい りたい と考 えて

ございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ ちら も それぞ れ深 掘り したい んで すが、 今日 のと

ころはちょっと話を伺うだけとさせていただきます。

次 です 。（２ ）イ ン バウン ド需 要の 現状と 課題 につい てで ござ

いま す。 まず最 初で す が、イ ンバ ウン ド需要 とは 具体的 にど うい

った もの を想定 され て いるの か、 また それに 関す る数値 目標 はど

のように設定されているのかをそれぞれお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市に おき ます インバ ウン ド需要 とい たし

まし ては 、主に 宿泊 、 飲食、 土産 物、 体験コ ンテ ンツな どへ の需

要を 想定 してお りま す 。韓国 、香 港、 台湾な どへ の情報 発信 の際

には 、本 市の宿 泊施 設 、飲食 店な どの ＰＲを 行っ ておる とこ ろで

ございます。

イ ンバ ウンド に関 す る数値 目標 とい たしま して は、次 期ま ちづ

くり ビジ ョンに 市内 の 年間外 国人 宿泊 者数を 上げ ており まし て、

令和 １１ 年度の 目標 値 を１０ 万 5,０ ０ ０ 人 と し て お り ま す 。 以 上

です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 先 ほど 資 料はタ ブレ ット のほう に送 らさせ ても らい

まし たが 、総合 計画 に ある数 値目 標が 、先ほ ど局 長答弁 にあ りま

した １０ 万 5,０ ０ ０ 人 と い う こ と で し た 。 そ れ を 踏まえ ての 質問

でご ざい ます。 資料 は 、これ は７ ６ペ ージと 書い てある とこ ろ、

真ん 中辺 を御覧 いた だ ければ と思 いま す。総 合計 画にお ける 数値



目標 は、 令和５ 年度 の 実績値 であ る年 間１万 5,９ ５ ５ 人 に 対 し 、

令 和 １ １ 年 度 の 目 標 値 が１０ 万 5,０ ０ ０ 人 、 先 ほ ど の 答 弁 で ご ざ

い ま すが 、でし て、 令 和５年 度と 比べ て約 6.６ 倍 と い う 設 定 で ご

ざ い ま す 。 こ の 算 出 に 至った 背景 をま ずはお 尋ね します 。加 えて、

１０ 万 5,０ ０ ０ 人 は 令 和 １ １ 年 度 の 目 標 値 で ある ようで すが 、そ

こに 至る 令和７ 年度 か ら５か 年に わた り段階 を追 ってど のよ うに

目標 を設 定して いく の か、ま たそ の対 象はど うい った施 設で どの

よう に継 続して いく の か、こ れは ちょ っと詳 しく 聞かせ てく ださ

い。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 第２次 米子 市ま ちづく りビ ジョン にお きま

して も、 第１次 と同 様 に市内 の外 国人 宿泊客 の年 間の伸 び率 を年

ごと に乗 じ、数 値目 標 を設定 した とこ ろでご ざい ます。 アフ ター

コロ ナと なりま して イ ンバウ ンド 観光 客の動 きが 活発化 する 中で、

令和 ５年 から令 和６ 年 の伸び 率が 1.３ ７ 倍 で あ っ た こ と か ら 、 こ

れ を 維 持 す ると 仮定 し 、令和 １１ 年の 目標値 を１ ０万 5,０ ０ ０ 人

と算出したものでございます。

こ ちら 先ほど と同 じ ですけ れど も、 人数の 確認 につき まし て、

その 対象 は現在 と同 じ ですが 、皆 生温 泉旅館 組合 と米子 市ホ テル

旅館 組合 の市内 の宿 泊 施設を 想定 して おりま して 、各施 設か ら外

国人 の宿 泊客数 の報 告 を集計 する こと で数値 を把 握する こと とし

てございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ れで 、 インバ ウン ドの 上には 皆生 温泉の 年間 宿泊

数は 同じ 比較で すと 約 1.０ ３ 倍 で ほ ぼ 横 ば い と 思 い ま す が 、 こ れ



らの整合はどのように取っていく考えなのかお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 整合性 とい うこ とでご ざい ますが 、外 国人

宿泊 客数 につき まし て は、国 際定 期航 空便の 再開 や就航 、増 便な

どの 好影 響によ りま し て当面 の間 は増 加が見 込ま れるも のと 考え

てお りま して、 先ほ ど の答弁 のと おり の根拠 で算 出した もの でご

ざいます。

一 方、 皆生温 泉の 年 間宿泊 客数 につ きまし ては 、目標 値を 定め

る過 程に おきま して 皆 生温泉 旅館 組合 との意 見交 換も行 い、 現状

の宿 泊施 設数や 営業 ・ 開館状 況な ども 踏まえ なが ら、宿 泊可 能人

数の 大幅 な増加 につ き まして は見 込ま なかっ たと いうこ とで 微増

ということでございます。

い ずれ の状況 も把 握 した上 で目 標数 値を設 定を してお りま して、

目標 に定 めた皆 生温 泉 や駅周 辺な どの 宿泊客 数の 増加に 向け 、引

き続 きの 誘客に つな が る取組 を進 めて まいり たい と考え てご ざい

ます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 も う少 し これは お尋 ねし ます。 数字 上はイ ンバ ウン

ドの 旅客 が皆生 温泉 に 全て吸 収さ れた として も、 単純な 計算 で約

９万 3,０ ０ ０ 人 が 皆 生 温 泉 以 外 に 泊 ま る と い うこ とを示 して いる

よう に私 には見 えま す と。も ちろ ん、 既存の 米子 駅前の ホテ ル等

に宿 泊を される こと で しょう から 、あ る程度 はそ ういっ たと ころ

で吸 収さ れてい くと 思 います が、 それ にして もか なりの 規模 のイ

ンバ ウン ドの需 要の 受 皿づく りが 必要 である と私 は感じ ると ころ

ですが、こういった受け止めでよいのかをお尋ねします。



○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 皆生温 泉で は、 外国人 の宿 泊客の 皆様 の割

合が 高ま ってい ると い うこと は、 各旅 館から のヒ アリン グで 伺っ

てお ると ころで ござ い ます。 外国 人宿 泊客の 増加 分をあ る程 度皆

生温 泉の 宿泊施 設で 受 皿にも なる とは 考えて ござ います が、 状況

とい たし まして 、週 末 や季節 によ りま して満 室の 状態が 続く 時期

もご ざい まして 、収 容 可能人 数な どに つきま して は皆生 温泉 旅館

組合 や米 子市ホ テル 旅 館組合 と協 議を しなが ら、 受入体 制に つい

ても相談をしていきたいと考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ の答 弁 で、も う少 し、 本当は 数字 に関わ って いく

こと です ので詳 しく は やりた いの です が、こ れも ６月以 降に はさ

せて いた だきま すが 、 どうし ても 私は 約９万 人、 ９万人 は多 過ぎ

ると 言わ れれば 、そ こ に至ら ない まで も年間 ２万 人近く が増 えて

いく 、か なり急 上昇 で 右肩上 がり をし ていく とい う中で 、や はり

そこ はこ のまま だと 既 存の施 設に 吸収 しても らい ますだ けだ と全

く面 白み がない なと 。 ナイト タイ ムエ コノミ ーも この後 聞き ます

けれ ども 、体験 型も し てもら わな きゃ いけな いし 、より いろ んな

とこ ろで 飲食を して い ただい てお 金を 落とし てい ただく 、も ちろ

ん宿 泊も してい ただ く 。じゃ あ、 どこ でどう いう 仕組み をつ くっ

てい くん だとい うと こ ろまで が練 り込 まれた もの が私は 欲し いな

とい うの が、現 時点 で の率直 なと ころ でござ いま す。１ 万人 増え

れば 、３ ６５で 割れ ば ２７が 出て きま すので 、２ ７人の 宿泊 先数

がど うし ても必 要に な るわけ です ね。 この辺 りか なり増 えま すか

ら、 １日 当たり １０ ０ 人近い イン バウ ンドの 方が 新たに 泊ま ると



ころ をこ れから 探さ な きゃな らな いわ けでし て、 そこに 至る 施策

が強いものが私は欲しいと、これは強く訴えておきます。

で は、 （３） に移 り ます。 観光 施策 の推進 とナ イトタ イム エコ

ノミ ー、 夜間に おけ る 経済活 動に つい て伺い ます 。ナイ トタ イム

エコ ノミ ーとは 具体 的 にどう いっ たも のを想 定さ れてい るの か、

また それ に関す る数 値 目標は どの よう に設定 され ている のか をそ

れぞれお尋ねします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 市 と いたし まし ては 、市内 への 宿泊や 夜間 への

滞在 を促 すよう な新 た な魅力 を有 する 店舗、 施設 を増や す取 組を

進め ると ともに 、ナ イ トタイ ムを 安心 ・安全 に楽 しめる 環境 整備

を行っていく必要があると考えているところでございます。

イ ンバ ウンド 観光 客 向けに は、 令和 ６年度 は米 子駅周 辺を 中心

とい たし ました 飲食 店 舗の受 入環 境整 備の支 援を 実施し てお りま

して 、今 後は角 盤町 ・ 朝日町 周辺 エリ アへ拡 大し ていく 実施 計画

を持 って おると ころ で ござい ます 。受 入環境 整備 が整っ た店 舗を

ウェ ブサ イトで 発信 し 、イン バウ ンド 観光客 の誘 客を進 めま して

消費の拡大に取り組んでいきたいと考えております。

ナ イト タイム エコ ノ ミーに つい て、 具体的 な数 値目標 はご ざい

ませ んが 、この よう な 取組を 通じ まし てまち の魅 力を高 め、 本市

にお ける ナイト タイ ム エコノ ミー の推 進を図 るこ とで地 域経 済の

活性化を図っていきたいと考えてるところでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ま だま だ 聞きた いこ とは ありま すが 、やは り数 値目

標は 定め るべき だと 思 います 。定 めに くい内 容か もしれ ませ んけ



ど、 それ がない と後 で 何も評 価、 点検 ができ ない という のが 私の

率直なところでございます。

次 に移 ります 。（ ４ ）朝日 町周 辺エ リアの 整備 への支 援に つい

てお 尋ね します 。去 る ２月１ 日に て、 朝日町 通り 商店会 が約 ３５

から ４０ 店舗の 数で 設 立され たと 伺っ ており ます が、市 とし てど

のように把握されているのかをお尋ねします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 商 店 会の設 立に つき まして は、 飲食店 事業 者な

どが 中心 になっ てお り ますが 、市 も承 知して いる ところ でご ざい

ます 。先 日、商 店会 の 方々か ら、 設立 の経緯 や目 的につ いて 直接

お話 を伺 ったと ころ で ござい ます 。朝 日町周 辺エ リアは 、本 市の

活性 化の ために 重要 な エリア と認 識し ており まし て、コ ロナ 禍の

影響 を大 きく受 けて 、 閉店さ れた 飲食 店も多 くあ ります 。現 在で

も人 手が 戻らな いと い う声を 伺っ てい るとこ ろで ござい ます 。市

とい たし まして も、 朝 日町周 辺エ リア のにぎ わい 創出に 向け た朝

日町 商店 会の皆 様の 取 組をで きる 限り サポー トし ていき たい と考

えているところでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ の内 容 を踏ま えて 、改 めて事 業と しての 概要 をお

尋ねします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 時 点では 意見 交換 の段階 でご ざいま す。 朝日

町周 辺エ リアの 夜間 滞 在を促 すよ うな 店舗、 施設 の整備 、家 族連

れや 女性 同士な ど誰 も が歩き やす くな る安全 ・安 心に楽 しむ こと

がで きま す環境 整備 に ついて 、地 元商 店会な どの 関係者 の皆 様と



相談 しな がら、 支援 策 を一緒 に考 えて いきた いと 考えて おる とこ

ろでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 よ ろし く お願い しま す。 ウォー カブ ルでも 対象 のエ

リア にこ れから もな っ ていき ます ので 、ぜひ とも 地元の 声を 聞い

てい ただ きなが ら、 新 しいア イデ アも お持ち のよ うなこ とも 仄聞

して おり ますの で、 ぜ ひとも そち らも 前向き に捉 えて事 業実 施を

お願いいたします。

一 番最 後でご ざい ま す。イ ンバ ウン ド需要 の創 出とマ ネタ イズ

（収 益化 ）につ いて で ござい ます 。ま ず最初 に、 米子市 の考 えで

マネタイズというのはどういったものかをお尋ねします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 マ ネタ イ ズです けど も、 これ日 本語 で収益 化と もい

いま す。 観光に つき ま しては 、こ れが 観光業 、つ まり業 とし て成

り立 つと いうこ とが 必 要なわ けで すが 、その ため には来 てく ださ

った お客 さんか ら観 光 消費が 適切 に生 まれて いく 、その 循環 をつ

くっていかなければならないというところでございます。

例 えば 市内の 美し い 風景で すと か、 あるい は歴 史的な 建造 物で

人が 集ま るよう にな っ て、そ れで 終わ りでは なく て、そ のお 客さ

んた ちが 例えば 宿泊 を された り飲 食を された り、 あるい はお 土産

を買 って いかれ るな ど 、観光 消費 をも たらす とこ ろまで が我 々と

して の政 策であ ると い うこと で取 り組 んでい ると こでご ざい ます。

本市 の観 光政策 は、 そ ういう 意味 でマ ネタイ ズす るとこ ろま でを

目標として取り組んでいるとこでございます。

○岡田議長 稲田議員。



○稲 田議 員 質 問と し ては最 後で ござ います 。今 回の質 問は 多方

面か ら聞 かせて いた だ きまし た。 冒頭 、ある いは 途中に 何度 か言

わせ てい ただき まし た が、人 口減 少社 会を迎 えて いると いう こと

は確 実な ことで ござ い まして 、こ れま でと同 じよ うな施 策を 展開

して いく のであ れば 人 口減少 の波 に飲 み込ま れて しまい 、ま さに

米子 市が 衰退の 一途 を たどる とい う危 機感か ら質 問を組 み立 てさ

せていただきました。

先 ほど マネタ イズ 、 すなわ ち収 益化 という 観点 から市 長の 見解

をい ただ いたわ けで す が、私 なり の視 点とし ては 、今後 の米 子市

の活 性化 の鍵の 一つ は 、質問 にも させ ていた だき ました が、 中心

市街 地に おける イン バ ウンド 需要 を取 り込む 形の 交流人 口の 拡大

であ ると 思って おり ま す。そ のた めに 、観光 庁の 歴史的 資源 を活

用し た観 光まち づく り 事業を 提案 した ところ でも ござい ます が、

改め て、 町家の 活用 に より外 国人 観光 客の新 規の 受皿づ くり 、こ

うい った ものを 行い 、 マネタ イズ を期 待した いと ころで あり ます

が、改めて市長の見解をお尋ねします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 米 子に 存 在しま す歴 史的 な町家 、こ れを生 かし たま

ちづ くり という もの は 大変重 要な テー マであ ると いうふ うに 認識

をし てお ります 。そ し て、そ れが 外国 人観光 客の 方にも 適切 に評

価を され 、そし て城 下 町エリ アに も外 国人の 方が 観光客 とし て歩

かれ る姿 を我々 とし て も目標 とし て持 ちたい 、そ のよう に思 うと

こで ござ います 。そ の ために も、 町家 の保存 活用 、これ は重 要な

こと であ りまし て、 先 ほども 少し 申し 上げま した けれど も、 今、

民間 団体 による 動き が ござい ます ので 、そう した 民間団 体の 皆様



とも いろ いろと 情報 共 有を図 りな がら これを 進め たいと 考え てお

ります。

そ の上 で、ど の程 度 これが マネ タイ ズにつ なが ってい くの か、

それ はや はりそ の取 組 の中で どの 程度 、例え ば宿 泊施設 だと かお

土産 屋さ んだと か、 そ うした 形で の利 用可能 な町 家が誕 生す るか

どう か、 これが 一つ の ポイン トで あり ますの で、 今後マ ネタ イズ

に向 けて そうし た目 標 を共有 しな がら 、民間 団体 の皆様 とも 努力

を続けていきたいと、そのように考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 あ りが と うござ いま す。 私、大 体毎 議会質 問さ せて

いた だく ように させ て もらっ てま して 、多分 今日 のが、 ちゃ んと

数え たわ けじゃ ない ん ですが 、最 大の 往復回 数を 行くか なと 思い

まし て、 余計な こと を 一切し ゃべ らな いぞと 決め たら５ 分も 残り

まし たん で、い かに 余 計なこ とし ゃべ ってた とい うこと が証 明さ

れて しま って、 ちょ っ と恥ず かし いこ とでは あり ますけ れど も、

ここ で早 く終わ らな い とせっ かく の５ 分が４ 分に なって しま いま

すの で、 またぜ ひと も 、今日 は総 論で 聞かせ てい ただき まし た。

各論 の部 分は６ 月定 例 会で伊 木市 長と また意 見を 交わさ せて いた

だき たい と思い ます の で、よ ろし くお 願いい たし ます。 以上 で終

わります。


